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14 巻、第 2 号、104-120）によれば、スポ
ーツによる地域（コミュニティ）の再興は、
高度成長の弊害・都市への人口流出が問題
















ネス」（『Keio SFC Journal』第 14巻、第 2
号、122-131）は、スポーツビジネスとはス
ポーツでの金儲けではなく、スポーツの環
境を良質にすることと定義している。その
ようなスポーツビジネスの担い手を育成す
る方策として、スポーツ選手が引退後に大
学でスポーツビジネスを学べるしくみを設
けることを提案している。 
川上(2015)「アメリカ型スポーツリーグ
およびチームメネジメントの一考察」（『帝
京経済学研究』第 28巻、第 2号、159-173）
はアメリカの 4大プロスポーツ（アメフト、
野球、バスケットボール、アイスホッケー）
の収益を上げる戦略を考察しており、狭義
のスポーツビジネス論である。アメリカで
はリーグが一企業で各チームは部署と考え
られており、自由競争に任せていては敗者
が淘汰されリーグが成り立たなくなるので、
戦力を均衡させ試合を面白くして商品価値
を高めることが重視されている。具体的に
は、収入をリーグ全体で再分配し、選手給
与を制限し有力チームが金に任せて戦力強
化できなくし、成績の悪いチームから新人
を選択できるようにしている。 
これらの論文は、いずれも数式を使った
りせず、聞いたことのあるチームがでてき
て、読みやすい文献なのでスポーツに関心
のある学生諸君は是非、読んでみて欲しい。
非営利組織も含めてすべてのことを経済学
で説明しようとする「経済学帝国主義」に
は批判もあるが、どのような組織・制度で
も存続･発展するためには財務的に健全で
なければならないので、スポーツも経済学
的観点から分析することが重要なのである。
まだまだ未開拓な分野だが今後の発展に注
目したい。 
